	数学Ⅱ　2次関数とそのグラフ
	日時：平成17年6月7日（火）

	対象：高校1年A組 習熟度別クラス(女子10名)

場所：普通教室
	使用ソフト：Grapes　

形態：教師提示

	〔目標〕　
（１）　中学校で学習したy=ax2のグラフの形を復習し，軸，頂点，aの正負による上下に凸という用語を理解する。
（２）　y=ax2のグラフとy=ax2+qのグラフとの関係を，グラフの平行移動という見方から理解する。

	〔指導時間〕
１時間(本時)　y=ax2のグラフとy=ax2+qのグラフ

１時間　　　　y=a(x+p)2のグラフ

１時間　　　　y=a(x+p)2+qのグラフと平行移動

１時間　　　　y=ax2+bx+cのグラフと平方完成

	〔コンピュータを活用するねらい〕
（１）　aを変化させたときの，y=ax2のグラフの形の変化を調べる。
（２）　qを変化させたときのy=ax2+qのグラフから，y=ax2のグラフとの関係を見つける。

	〔準備〕
　PC，プロジェクター，Grapesファイル，グラフ用紙


	時間
	授業内容・活動
	留意点

	20分
	１．y=ax2のグラフ

(1)　2jikansu1.gpsを開き，基本的なy=ax2について復習する｡(教Grapes)

　(2)　パラメーターaを変化させて，y=ax2のグラフの形の変化を調べる。(教Grapes)
	・軸，頂点，凸について確認説明をする。

・a>0,a=0,a<0の場合についてグラフがどのような形になるのかを確認する。

	30分
	２．y=ax2+qのグラフ
(1) y=ax^2+q.gpsを開く。パラメーターqを変化させて，y=ax2のグラフの変化を調べる。(教Grapes) 
(2) y=ax2+qのグラフは，y=ax2のグラフをy軸方向に+q平行移動したグラフであることを確認する。(教師・生徒)

(3) y=ax2+qのグラフの平行移動，軸，頂点を板書してまとめる。(教師)
(4) 問い(y=ax2+qのグラフをかけ。)を解く。 (生徒)


	・y=ax2のグラフとy=ax2+qのグラフの関係を，グラフの平行移動という見方で，捉えさせる。

・y=ax2のグラフを描いて平行移動をさせるか，頂点を移動して頂点の位置からy=ax2のグラフを描く方法があることを説明しておく。


